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第 63回 うそっ！ ほんと？ … データで見るＩＴ化  
 
  
 ＩＴに関しては、このコラムでも何回も述べてきた。でもこの世界、１ヶ月過ぎると話

は古くなるようで、何回述べてもいいのかもしれない。そんな自己弁護の元で、データで

見るＩＴ化を述べることとした。 
 ２０００年１２月、ＮＴＴドコモ調べ「小・中学生の携帯電話調査」より。小学５・６

年生の１９％が携帯電話を所有、中学１・２年生は同比率が３０％である。自分の意思で

買ったのが４２％、親が持たせたが４８％である。３年以上前のデータゆえ、今は更に所

有率は高いといえよう。 
 ２００１年１１月、内閣府「情報化社会と青少年に関する調査」では、１８歳から２２

歳の女性、携帯電話もしくはＰＨＳを使っている人の割合、実に９８％、本当か？ 
 ２００２年１２月、総務省「通信利用動向調査」、情報機器の保有率である。パソコンを

持っている家庭の割合、７１．１％、携帯電話は８６．１％、ファクシミリィ５０．８％、

カーナビゲーション２３．８％である。 
 ２００３年度、総務省「情報通信白書」より。インターネット利用人口、６，９４２万

人、同人口普及率５４．５％、同世帯普及率８１．４％、同企業普及率９８．４％、事業

所普及率７９．１％である。もはや国民２人に１人がインターネットを利用している。い

ずれも前年対比、大幅にアップしている。 
 インターネット利用人口の国際比較、第１位がアメリカで１億６，５７５万人、第２位

が６，９４２万人の日本、第３位が中国で５，９１０万人である。同人口普及率の国際比

較は、第１位がアイルランド６９．８％、第２位スウェーデン６７．８％、第３位はデン

マークの６２．７％である。ちなみに日本は５４．５％で第１０位、韓国は少し上の５６．

２％であった。 
 携帯電話・ＰＨＳ・ベル含め８，３５５万契約、このうちインターネット契約数は６，

４４２万件、カメラ付携帯電話の契約数は２，２２１万件（２９．３％）である。携帯イ

ンターネット普及率の国際比較、第１位日本７９．２％、第２位韓国７４．９％、第３位

中国の３３．９％であり、日本と韓国が圧倒的である。 
 ２００３年。電子情報技術産業協会調べ、パソコンの国内出荷台数、２０００年１，２

１０万台、２００１年１，０６８万台、２００２年は１千万台を切ってしまったが９８４

万台という実績である。マルチメディア総合研究所調べで、２００２年の国内パソコンシ

ェア、ＮＥＣ２２．２％、富士通２１．２％、ソニー１１．１％がベストスリー、第４位

はデルの８．１％であった。        データで見るＩＴ化、いかがなものか。 


